
ＩＣＴを利用した
防災・減災等の体制づくり
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平成28年１１月２４日

佐賀県政策部危機管理・報道局 消防防災課



佐賀県総合計画２０１５
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 政策体系（６つの柱）
 １ 安全・安心のくらし
 ① 防災・減災等の体制づくり

 ［目指す将来像］

 風水害、震災、火災、原子力災害、武力攻撃災害等に対して、自助、共助、公助

 の適切な連携により迅速かつ的確に対応でき、県民の安全・安心を確保し、被害

 を最小に抑えることができる防災・減災体制となっている。

 ［具体的な取組］

 ・地図と連携した災害・防災情報の収集・共有・提供システム（防災GIS）の導入

 ・災害情報共有システム（Lアラート）による迅速な災害情報・避難情報等の提供

 ２ 楽しい子育て・あふれる人財
 ３ 人・社会・自然の結び合う生活
 ４ 豊かさ好循環の産業
 ５ 文化・スポーツ・観光の交流拠点
 ６ 自発の地域づくり



佐賀県防災情報共有システム（防災ＧＩＳ）全体概要 ２つの画面により構成

①【県域全体情報掌握画面】 ②【災害情報等入力、閲覧画面（メインシステム）】

システムに登録の情報や様々な災害関連情報と連携し、
県域全体の状況を一目で掌握可能とするもの
①現時点の県内全域における災害状況一覧を表示
②市町の対応状況（体制状況等含）を一括表示（色分け）
③各市町全体における現時点の災害状況を表示
（該当市町をクリックするとポップアップ表示）

④最新気象情報、各種観測情報、定点カメラ映像等を同じ画面
上で表示可能
④水位、雨量等が警戒レベルを超えれば、当該市町に警告アイ
コンが自動表示（同時に警報音も鳴る）

災害関連情報の入力・編集・出力等といった各種業
務を一括して行うもの（市町の端末などで操作）
①多様な検索メニューから各市町における災害情報の表示が
可能であるとともに、CSV出力（Excel）も可能
②過去災害（防災訓練等含）の情報データベースとしても有
効に活用可能
③GIS上への避難所、要援護者宅、ヘリポート適地などは、市
町などにおいて予め事前に登録しておくことも可能
④携帯端末(GPS機能有スマホ)による災害現場からの入力も
可能
⑤Ｌアラート（エリアメール）と連動

佐賀県
○○市

消防本部

△△町

土木事務所

県⇔市町だけでなく、市町⇔市町を含め、
県全体での災害情報共有化を可能とします
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災害状況の表示

閲覧したい災害情報
をクリックすると、
登録情報の詳細画面
に移行
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各種災害情報等の地図上表示

土石流氾濫区域：赤色
急傾斜地崩壊危険箇所：緑色
浸水区域：水色

基本となる国土地理院の基図
に標高、ＵＴＭグリッド表示
等を重ね合わせて表示可能
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Ｌアラート等の発信 ①
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Ｌアラート等の発信 ②
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・Yahoo防災情報表示内容
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スマホ（GPS機能付）からの現場情報を共有

平成28年9月２８日午前10時すぎ、佐賀市から神埼市にかけて突風による建物被害が発生した。
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ご静聴ありがとうございました。


